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いいね！で確認
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３
月
１
〜
７
日
に
「
春
の
火
災
予

防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度

の
防
火
標
語
は
「
ひ
と
つ
ず
つ

い

い
ね
！
で
確
認

火
の
用
心
」
で

す
。火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、
次
の
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。【

３
つ
の
習
慣
】
▽
寝
た
ば
こ
は

絶
対
や
め
る
▽
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や

す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
▽
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】
▽
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
▽
防
炎
品
の
使
用
▽

住
宅
用
消
火
器
な
ど
の
設
置
▽
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

ま
た
、
市
消
防
局
は
、
同
運
動
に

合
わ
せ
、
３
月
１
〜
３１
日
に
民
生
・

児
童
委
員
と
同
局
職
員
に
よ
る
市
内

の
高
齢
者
宅
な
ど
の
訪
問
、
防
火
指

導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
防
火
パ
レ
ー

ド
を
開
催

３
月
２
日
㈪
午
前
１０
時

半
、
伊
丹
中
央
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街

で
。幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
員
の
防
火
パ
レ

ー
ド
（
上
写
真
）
に
よ
り
火
災
予
防

啓
発
を
行
い
ま
す
。

＊

＊

問
市
消
防
局
予
防
課
!

７８３
・
０
７

９
９
。

◆
２
０
１
９
年
中
の
火
災
・
救
急
・

救
助
概
要
（
速
報
版
）

【
火
災
】
発
生
件
数
は
４３
件
で
、

前
年
比
１２
件
の
増
加
で
し
た
。
火
災

に
よ
る
死
者
は
２
人
で
、
前
年
と
同

数
、
負
傷
者
は
４
人
で
前
年
比
６
人

の
減
少
で
し
た
。
出
火
原
因
は
、
放

火
（
疑
い
含
む
）
が
９
件
で
全
火
災

の
２１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

【
救
急
】
出
動
件
数
は
過
去
最
多

の
１
万
８０４
件
で
前
年
比
８７
件
の
増
加

で
し
た
。
事
故
種
別
で
は
急
病
が
７

千
４８
件
と
全
体
の
救
急
出
動
件
数
の

６５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

搬
送
人
員
は
１
万
９２
人
で
前
年
比

２６
人
の
増
加
で
し
た
。
傷
病
程
度
別

で
は
軽
症
が
５
千
３３９
人
で
搬
送
人
員

全
体
の
５３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
高

齢
者
（
６５
歳
以
上
）
の
搬
送
は
６
千

２８
人
で
前
年
比
１１１
人
の
増
加
、
搬
送

人
員
全
体
の
６０
％
を
占
め
て
い
ま

す
。【

救
助
】
出
動
件
数
は
１５０
件
で
前

年
比
３０
件
の
減
少
で
し
た
。
事
故
種

別
で
は
建
物
な
ど
に
よ
る
事
故
が
６６

件
、
交
通
事
故
が
９
件
で
す
。
活
動

件
数
は
９４
件
で
前
年
比
１８
件
の
減

少
、
救
助
人
員
は
７４
人
で
前
年
比
２６

人
の
減
少
で
し
た
。

火
災
・
救
急
・
救

助
概
要
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
読
み
取
り
可
）

に
掲
載
。

問
市
消
防
局
情
報
管
理
課
!

７８３
・

０
１
２
３
。

◆
「
も
し
も
の
時
に
備
え
て
応
急
手

当
を
学
ぼ
う
！
」
を
開
催

３
月
２６

日
㈭
午
前
９
時
半
、
市
消
防
局
で
。

内
容
は
▽
心
肺
蘇
生
法
（
小
児
・

乳
児
）
▽
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
取
り
扱
い
。

定
員
３０
人
。
無
料
。

'
電
話
で
消
防
局
救
急
課
!

７８３
・

０
３
２
２
へ
。
先
着
順
。
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

改
修
工
事
の
た
め
休
館
中
の
ス
ワ

ン
ホ
ー
ル
が
４
月
１
日
㈬
に
開
館
し

ま
す
。

会
議
室
や
多
目
的
室
、
体
育
館
な

ど
を
貸
室
利
用
で
き
ま
す
。
初
め
て

利
用
す
る
際
は
登
録
が
必
要
で
す
。

貸
室
利
用
の
受
け
付
け
な
ど
は
、

４
月
以
降
同
ホ
ー
ル
１
階
の
事
務
所

で
行
い
ま
す
。
３
月
２９
〜
３１
日
は
開

館
準
備
な
ど
に
よ
り
、
同
ホ
ー
ル
へ

の
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
が
つ
な
が
り
に

く
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
急
ぎ
の
と

き
は
中
央
公
民
館
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
内
の
各
施
設
の
概

要
は
次
の
通
り
。

【
労
働
福
祉
会
館
・
中
央
公
民
館

・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
】
▽
開
館
時
間

%
午
前
９
時
〜
午
後
１０
時
（
貸
室
利

用
は
午
後
９
時
半
ま
で
）
▽
休
館
日

%
第
１
・
３
月
曜
（
月
曜
が
休
日
の

場
合
は
翌
日
）、
年
末
年
始
。

【
市
民
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
】
▽

開
館
時
間
%
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
休
館
日
%
月
曜
（
月
曜
が
休
日
の

場
合
は
翌
日
）、
年
末
年
始
。

問
労
働
福
祉
会
館
・
青
少
年
セ
ン

タ
ー
!

７７９
・
５
６
６
１
、
中
央
公
民

館
!

７８４
・
８
０
０
０
、
市
民
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ザ
（
市
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
）
!

７８０
・
３
５
３
３
。

◆
来
年
度
空
気
調
和
機
器
更
新
工
事

助
成
の
申
し
込
み
は
３
月
２
日
か
ら

関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
㈱
は
、
航
空
機
騒

音
対
策
区
域
内
で
居
住
の
あ
る
住
宅

に
設
置
さ
れ
た
前
回
工
事
（
防
音
工

事
含
む
）
の
完
了
検
査
日
か
ら
１０
年

以
上
経
過
し
、
所
要
の
機
能
が
失
わ

れ
て
い
る
機
器
の
更
新
工
事
費
に
つ

い
て
、
一
部
助
成
し
ま
す
。

同
区
域
は
、
鋳
物
師
、
岩
屋
、
大

野
１
丁
目
の
一
部
、
北
伊
丹
、
北
河

原
２
〜
６
丁
目
、
北
園
、
北
本
町
３

丁
目
の
一
部
、
口
酒
井
２
・
３
丁
目

の
一
部
、
桑
津
、
下
河
原
、
東
野
１

〜
４
丁
目
、
藤
ノ
木
２
・
３
丁
目
、

緑
ケ
丘
３
・
４
・
６
・
７
丁
目
と
５

丁
目
の
一
部
、
森
本
１
・
４
丁
目
の

一
部
と
２
・
３
・
５
・
７
〜
９
丁
目
。

'
市
役
所
２
階
の
空
港
政
策
課

（
!

７８４
・
８
０
５
７
）
に
あ
る
申
込

書
（
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
㈱
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
３
月
２
日
〜
１０

月
３０
日
に
郵
送
（
必
着
）
で
〒
５６０
・

０
０
３
６
豊
中
市
蛍
池
西
町
３
―
５５５

関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
㈱
防
音
工
事
担
当

（
!

０６
・
４
８
６
５
・
９
６
２
０
）へ
。

◆
家
電
・
家
具
な
ど
提
供
に
協
力
を

シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
（
中
野
西
１
）

は
、
協
力
の
申
し
出
の
あ
っ
た
人
か

ら
再
生
可
能
な
家
電
・
家
具
な
ど
を

無
償
で
引
き
取
り
、
販
売
し
、
販
売

額
の
３
割
分
の
金
額
に
あ
た
る
家
具

な
ど
（
同
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
し
て
い

る
商
品
）
を
生
活
困
窮
者
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
家
具
な
ど
の
引
き
取
り

を
希
望
す
る
人
は
、
同
シ
ョ
ッ
プ
へ

（
同
事
業
へ
の
協
力
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
）。

年
式
・
大
き
さ
な
ど
に
よ
り
引
き

取
れ
な
い
場
合
あ
り
。

問
シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
!

７７２
・
０

２
２
２
。

伊
丹
広
２
面

０
３
０
１
０
２

井
❶
藤
❷
尚
❸
奥
❹
奥
❺
奥
❻
井
❼
井
❽
井
❾
奥

装
い
新
た
に

「
総
合
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

本
市
は
「
清
酒
発
祥
の
地
」
を

ひ
ょ
う

ぼ
う

標
榜
し
て
い
ま
す
。
関
ヶ
原
の
戦

い
が
あ
っ
た
西
暦
１
６
０
０
年
ご

ろ
、
市
内
の
鴻
池
で
、
我
が
国
で

初
め
て
澄
酒（
清
酒
）が
造
ら
れ
た

と
い
う
伝
承
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
入
り
、
１
６
７
４

年
、
岡
田
家
酒
蔵
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
宮
ノ
前
に
現
存
し

て
お
り
、
築
造
年
が
分
か
る
国
内
最

古
の
酒
蔵
と
し
て
国
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
多
く

ご
う
ち
ょ
う

の
酒
蔵
が
軒
を
連
ね
、「
伊
丹
郷
町
」

は
、
経
済
的
・
文
化
的
水
準
も
高
く
、

名
立
た
る
学
者
や
芸
術
家
が
訪
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
今
、旧
岡
田
家
住
宅
・
酒
蔵

か
き
も
り

や
旧
石
橋
家
住
宅
、柿
衞
文
庫
、美
術

館
、
工
芸
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
た「
み

さ
と

や
の
ま
え
文
化
の
郷
」
に
、
市
役
所

の
隣
に
あ
る
博
物
館
を
機
能
移
転
し
、

「
総
合
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
整
備
す

る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

今
後
の
社
会
変
化
を
踏
ま
え
て
施
設

の
適
正
化
を
図
る
「
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」の
一
環
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
「
酒
と

文
化
の
薫
る
ま
ち
」
を
基
本
テ
ー
マ

に
、伊
丹
の
歴
史
や
酒
造
り
、酒
と
こ

と
ば
文
化
と
の
関
わ
り
な
ど
の
展
示

の
他
、
創
作
体
験
や
ク
ラ
フ
ト
教
室

な
ど
を
開
催
し
、
誰
も
が
気
軽
に
楽

し
め
、
訪
れ
る
人
に
多
様
な
学
び
と

体
験
を
提
供
で
き
る
魅
力
あ
る
施
設

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
美
術
館
も
所
蔵
品
を

生
か
し
た
展
示
や
親
し
め
る
展
覧
会

な
ど
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
周
辺
の

お
店
、
酒
造
会
社
と
も
連
携
を
図
り

魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
情
報

発
信
、
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
の
設
定
な

ど
「
伊
丹
郷
町
」
を
回
遊
し
、
江
戸

ほ
う
ふ
つ

に
ぎ

時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
楽
し
さ
と
賑

わ
い
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
や
市
外
か
ら
訪
れ

た
人
々
に
、
伊
丹
を
よ
り
身
近
に
感

じ
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。
今
か
ら
約
２
年

後
の
令
和
４
年
春
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

工
事
の
た
め
、
み
や
の
ま
え
文
化

の
郷
が
今
年
９
月
か
ら
、
博
物
館
が

来
年
９
月
か
ら
休
館
と
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
市
長

藤
原
保
幸
）

看
護
師
・
助
産
師

復
職
支
援
研
修

３
月
２６
日
㈭
午
前
９
時
、
市
立
伊

丹
病
院
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー
で
看
護

師
復
職
支
援
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
▽
認
定
看
護
師
な
ど
に
よ

る
講
義
▽
基
礎
看
護
技
術
な
ど
の
実

技
研
修
▽
病
院
食
の
試
食
会
な
ど
。

対
象
・
定
員
は
復
職
を
考
え
て
い

る
看
護
師
・
助
産
師
１０
人
。
無
料
。

'
３
月
２３
日
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
で
市
立
伊
丹
病
院
総
務
課
!

７７７
・

３
７
７
３
へ
。
先
着
順
。

◎
市
立
伊
丹
病
院
職
員
を
募
集

市

立
伊
丹
病
院
は
、
令
和
３
年
度
採
用

の
看
護
師
と
助
産
師
を
次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
看
護
師
か
助
産
師

の
免
許
を
持
つ
、
昭
和
５１
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
既
卒
者
か
昭
和

６１
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新

卒
者
【
募
集
人
数
】
▽
看
護
師
%
２８

人
▽
助
産
師
%
４
人
【
給
与
月
額
】

▽
看
護
師
%
大
学
卒
２７
万
２
千
８６８

円
、
短
大
３
卒
２６
万
８
千
６４８
円
、
短

大
２
卒
２６
万
１
千
５４４
円
▽
助
産
師
%

２７
万
２
千
８６８
円
。

い
ず
れ
も
面
接
試
験
な
ど
あ
り
。

試
験
日
時
は
４
月
１１
日
、
５
月
２３

日
、
６
月
２０
日
、
７
月
１８
日
の
土
曜

午
前
９
時
半
。

'
所
定
の
申
込
書
（
同
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
書
き
、
８４
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
１
通
（
宛
名
を

記
入
）
と
既
卒
者
は
看
護
師
か
助
産

師
の
免
許
の
写
し
と
職
務
経
歴
書
、

新
卒
者
は
成
績
証
明
書
と
卒
業
見
込

証
明
書
を
添
え
て
、
各
試
験
日
の
５

日
前
ま
で
に
直
接
か
郵
送
で
〒
６６４
・

８
５
４
０
昆
陽
池
１
―
１００
市
立
伊
丹

病
院
総
務
課
（
!

７７７
・
３
１
１
８
）

へ
。
採
用
予
定
人
数
に
達
し
次
第
、

終
了
。

◆
任
期
付
保
育
士
を
募
集

市
教
委

は
、
４
月
１
日
採
用
の
任
期
付
保
育

士
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
１５
人
程
度
【
受
験

資
格
】
昭
和
３９
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
保
育
士
登
録
を
し
て
い
る

か
、
３
月
３１
日
ま
で
に
登
録
見
込
み

の
人
【
任
期
】
４
月
１
日
〜
令
和
５

年
３
月
３１
日
。

'
市
役
所
５
階
の
職
員
課
に
あ
る

所
定
の
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
書
き
、
写
真
を
貼
っ
て
３
月
１３
日

ま
で
に
直
接
か
郵
送
（
必
着
）
で
〒

６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
教
育
委
員
会

事
務
局
職
員
課
（
!

７８４
・
８
０
８
４
）

へ
。

伊丹市少年少女合唱団

第４２回定期演奏会

【日時】３月２２日㈰午後２時
【会場】伊丹アイフォニックホール
【内容】▷合唱と合唱ミュージカル「美女と野
獣」▷卒団生との設立５０周年記念合同合唱あり
無料（要整理券。整理券は３月５日から同ホ
ールと市役所４階のこども若者企画課で配
布）。
伊丹市少年少女合唱団!０７０－２２９７－８２９４

この広報紙は９万４００部作成し、印刷経費は１部あたり５円です（内訳：市負担分４円・広告収入分１円）


